
　

福
島
県
中
通
り
地
方
の
最
南
端
、
白
河
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
葉
タ
バ
コ
の
栽

培
と
養
蚕
が
盛
ん
で
し
た
が
、
１
９
８
５
年

に
誕
生
し
た
ト
マ
ト
の
品
種「
桃
太
郎
」を
い

ち
早
く
導
入
し
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
J
A
東
西
し
ら
か
わ
の
管
内
で
は
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ラ
な
ど
を
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
と
し
て
地
元

の
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
貝
化
石
が
主
成
分
の

土
壌
改
良
剤
、
土
づ
く
り
資
材
を
活
用
。
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
夏
秋
ト
マ
ト
を
「
み
り
ょ

く
満
点
ト
マ
ト
」
と
名
付
け
、
全
国
の
消
費

地
へ
送
り
届
け
て
い
ま
す
。

　
「
今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
、
私
の
父
が
葉
タ
バ

コ
か
ら
ト
マ
ト
に
切
り
替
え
て
、
2
0
１
７

年
に
私
が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
」

　

と
話
す
和
知
喜
一
さ
ん
は
、
J
A
東
西
し

ら
か
わ
ト
マ
ト
専
門
部
会
の
中
部
支
部
長
。

ト
マ
ト
専
門
部
会
中
部
支
部
の
会
員
は
23
名
。

中
部
支
部
で
は
合
わ
せ
て
５
・
８
ha
で
夏
秋

ト
マ
ト
を
栽
培
中
で
す
。

　

喜
一
さ
ん
が
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
こ
ろ
、

主
力
品
種
は「
桃
太
郎
８エ

イ
ト
」で
し
た
。
と
こ
ろ

が
2
0
2
0
年
ご
ろ
か
ら
、
ト
マ
ト
黄
化
葉

巻
病
の
症
状
が
福
島
県
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
耐
病
性
の
あ
る「
桃
太
郎
ホ
ー
プ
」

と「
桃
太
郎
ピ
ー
ス
」へ
移
行
し
、
今
年
か
ら

新
た
に「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

4
月
上
旬
に「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」を
定
植
。

そ
の
３
週
間
後
に「
桃
太
郎
ホ
ー
プ
」を
植
え

て
、
６
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」は
従
来
の
耐
病
性
品

種
よ
り
も
葉
が
小
さ
く
、
葉
か
き
や
芽
か
き

な
ど
の
管
理
作
業
が
楽
で
、
し
っ
か
り
防
除

の
薬
剤
が
展
着
す
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
１
～
３
段
目
ま
で
は
大
き
な
玉
が
と
れ
て

い
て
、
L
と
2
L
サ
イ
ズ
が
中
心
。
秀
品
率

も
高
く
、
７
月
半
ば
ま
で
調
子
よ
く
出
荷
し

て
い
ま
し
た
」（
喜
一
さ
ん
）

地
元
産
の
貝
化
石
を
使
っ
た

「
み
り
ょ
く
満
点
ト
マ
ト
」

５
年
前
か
ら
耐
病
性
品
種
へ
移
行

Ｊ
A
東
西
し
ら
か
わ　

猛
暑
の
中
︑
福
島
の
夏
秋
産
地
で
奮
闘
す
る

「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」

2025年７月29日取材

トマト

福島県

産地レポート

JA東西しらかわは、福島県中通りの最
南部に位置し、2001年３月、福島県南地
方の７つのJA（表郷、中畑、矢吹、棚倉、
矢祭、塙、鮫川）が広域合併して誕生し
ました。標高150～650mの起伏に富ん
だ大地と、久慈川、阿武隈川の清流に恵
まれ、稲作と野菜の栽培が盛んに行われ
ています。
　海底が隆起してできた地形で、山間部
からは、ミネラル豊富な貝化石が産出さ
れます。これを圃場に施用して、米、ト
マト、キュウリ、イチゴ、インゲン、ニ
ラなどを栽培。中でもトマトは、夏秋の
有力産地としての約半世紀の歴史があり、
「みりょく満点トマト」として、首都圏を
中心に全国へ送り出しています。

↑「ハウスが40℃を超える猛暑の中、『桃太郎ブライト』はよく頑張っている」と話す、和知喜一支部長。

↑JA東西しらかわの「みりょく満点トマト」。６月上旬
～10月末まで、首都圏を中心に出荷される。

福島県

栃木県

茨城県

群馬県

新潟県

JA東西しらかわ

地域概況

→
JA東西しらかわ
では、管内で採
掘されるミネラ
ル豊富な鉱物資
源「みりょく満
点貝化石」を施
用している。

（
編
集
部﹇
取
材
・
文
・
撮
影
　
三
好
か
や
の
﹈）
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７
月
末
、
外
気
温
は
38
℃
で
ハ
ウ
ス
内
は

40
℃
を
超
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
へ
黄
化
葉
巻

病
を
媒
介
す
る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
対
策
と
し
て
、

ハ
ウ
ス
に
0
・
4
mm
穴
の
虫
除
け
ネ
ッ
ト
を

張
る
と
、
風
通
し
が
悪
く
な
り
室
内
は
50
℃

近
く
に
。
こ
れ
は
た
ま
ら
な
い
と
1
㎜
穴
に

変
え
る
と
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
侵
入
す
る
…
…

そ
ん
な
悪
循
環
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。

　
『
桃
太
郎
ホ
ー
プ
』『
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
』も

耐
病
性
品
種
で
す
が
、
J
A
東
西
し
ら
か
わ

の
藤
田
茂
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
外
気
が
35
℃
を

超
え
る
と
さ
す
が
に
樹
が
弱
り
、
黄
化
葉
巻

病
に
打
破
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
み
な
さ
ん

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
J
A
東
西
し
ら
か
わ
で
は
、
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
対
策
と
し
て
気
門
封
鎖
剤
「
フ
ー
モ

ン
」、殺
ダ
ニ
剤「
サ
フ
オ
イ
ル
乳
剤
」、
殺
虫

殺
菌
剤「
サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
乳
剤
」の
３
種
を

期
間
限
定
特
別
価
格
で
提
供
し
、
防
除
の
徹

底
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
新
し
く
導
入
し
た
「
桃
太
郎
ブ
ラ

イ
ト
」
は
、
高
温
に
よ
る
黄
変
果
の
発
生
が

少
な
い「
ス
ム
カ
ラ（
ス
ム
ー
ズ
カ
ラ
ー
の
略
）」

シ
リ
ー
ズ
の
品
種
な
の
で
、
黄
変
果
に
よ
る

販
売
先
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
な
く
、
安
心
し

て
出
荷
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。

　
「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
で
高
温
期
を
乗
り
越
え

て
、
高
値
で
販
売
で
き
る
９
～
10
月
ま
で
出

荷
し
続
け
た
い
」（
喜
一
さ
ん
）。

　

そ
し
て
11
月
か
ら
「
や
わ
ら
く
て
お
い
し

い
」
と
評
判
の
ニ
ラ
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。

　

続
い
て
和
知
朗あ

き

寿の
ぶ

さ
ん
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

を
訪
れ
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
に
新
規
就
農

し
、
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
ト
マ
ト
の
栽
培
は
２
年
目
で
、「
桃
太
郎

ブ
ラ
イ
ト
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
猛
暑
の
影
響
で
花
つ
き
が
悪
く
、
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
の
影
響
も
防
ぎ
き
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
練
ら
れ
た
策
は
、
株
元
の
マ
ル
チ

の
す
ぐ
上
に
黄
色
い
粘
着
性
の
捕
虫
テ
ー
プ

を
割
り
箸
で
固
定
し
て
設
置
。

　
「
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
涼
し
い
と
こ
ろ
へ
移
動
す

る
習
性
が
あ
る
の
で
、
上
に
張
る
よ
り
も
、

株
元
近
く
の
方
が
ず
っ
と
た
く
さ
ん
捕
ま
り

ま
す
」

　

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
テ
ー
プ
で
捕
獲
し
て
、
ハ

ウ
ス
は
側
面
か
ら
入
口
の
天
井
ま
で
ネ
ッ
ト

を
張
り
風
通
し
を
よ
く
す
る
、
樹
勢
を
保
つ

た
め
に
葉
面
散
布
を
欠
か
さ
な
い
…
…
。
物

理
的
な
防
除
や
環
境
改
善
な
ど
、
工
夫
と
ア

イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
猛
暑
に
よ
る
病
虫
害
を

抑
え
て
い
ま
す
。

　
「
品
種
や
防
除
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
は

天
敵
製
剤
の
導
入
も
検
討
し
て
、
総
合
的
な

対
策
を
考
え
た
い
」と
藤
田
さ
ん
。

　

猛
暑
が
ト
マ
ト
に
も
た
ら
す
病
虫
害
を
い

か
に
抑
え
込
む
か
。
歴
史
あ
る
夏
秋
ト
マ
ト

の
産
地
が
、
温
暖
化
が
も
た
ら
す
課
題
に
果

敢
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

猛
暑
で
も
黄お

う

変へ
ん

果か

の
少
な
い

「
桃
太
郎
ブ
ラ
イ
ト
」

捕
虫
テ
ー
プ
は
足
元
へ

防
虫
ネ
ッ
ト
は
全
面
に

　

←
「桃太郎」が開発され
た約40年前から栽培。
「みりょく満点」ブラ
ンドとして、夏秋ト
マトを出荷している。

↑４月上旬に定植した７月末の「桃太郎ブライト」。酷暑の中、防除を続けながら
毎日収穫している。

↑トマトとキュウリを栽培する和知朗寿さん（左）と、JA東
西しらかわ中部営農センターの藤田茂さん。

↑粘着性の黄色い捕虫テープをマルチの上に設置。涼しい場
所に集まるコナジラミの習性を利用して、効率的に捕獲。

↑パイプハウスの前面、天井まで防虫ネットを張ることで虫
の侵入を防ぎながら、風通しをよくしている。
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